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人工呼吸関連機器:ユーザーのレポー卜

人工呼吸:13巻2号

SLE2000HFOネオネータル・ペンチレーターについて
名古屋市立大学医学部小児科

山口信行

SLE2000ネオネータル・ベンチレーターの動作原理は

従来の人工呼吸器に比較して極めてユニークである。す

なわち、人工呼吸器の回路内流量を調節するつまみが無

く、回路には5L1minの固定定常連続流が流れており、呼

気側回路には2つのノズルが付いた呼気プロックが接続

されている。前方のノズルはCPAP/PEEPを発生させるた

めに使用され、フロントパネルよのCPAP/PEEP圧設定つ

まみによって制御される。このノズルは、遠鏡流と同じ

酸素漉度で呼気側回路内の連続定常流に逆行する逆噴射

を生じさせ、結果としてCPAPを発生させる。後方のノズ

ルは厳大吸気圧を生じさせるもので、フロントパネル上

の最大吸気圧設定つまみによって制御され、後方ノズJレ

に接続されたソ レノイドパルプに供給される圧を設定す

るo 電子図路部でソレノイドパルプの開閉幽数、接続時

間をコン トロールすることにより、パルプ関口時にコン

トロールガスは連続流に逆らって送りだされ、この逆流

がピストンの役割をして最大吸気圧を発生させる。以上

のように、111-気弁など弁機構が排除された関欽型呼吸困

路であるため、呼気抵抗が少なく患者の呼吸努力が最小

に抑えられる特徴がある。

PTV、SIMVモードにおけるトリガー方式は圧トリガー

で、 Yピースアダプタ一部分と吸気側回路の接続部に赤

色のノズル付きアダプターを接続し、このノズルにより

患者の自発吸気により発生する回路内の圧変化を鋭敏に

感知することが可能となる。動物実験より得たトリガ一

応答時間(自発呼吸の吸気陰圧を感知してから強制換気

開始までの時間)はトリガー感度設定 3の時61.4:f:: 

8.9m担cと早〈、 1回換気量が小さく 、換気回数が多い未

熟児でも十分に有効であることがわかった。

HFOモードの動作原理もユニークで、スヒ.ニングジェッ

ト方式と呼ばれ、先に述べた呼気プロック後方の回転し

たノズルよりジェット流が回路内定常流に対して逆行性、

順行性に交互に噴出するため、アクテイプな陽庄、陰1cE
の正放圧波形が発生する。事た、アンプリチュードは

Oscillator設定ノプにより制御される。HFOの仕様方式は

lMVと組み合わせることにより、 4つのモー 1，，-を選択す

ることができる。すなわち、 lMVの呼気相のみにHFOを

組み合わせる方式 (A)、IMVの吸気相のみにFFOを組み

合わせる方式 (8)、lMVの呼気相、吸気相にPFOを組み

合わせる方式 (C)、lMVのCPAPモードにHFOを組み合

わせる HFO単独方式 (D)であり、患者の病JHにより使

い分けることが可能である。

以上のように、 SLE2000ネオネータルペンチレーター

は、呼吸努力の弱い未熟児、新生児専用に開封された人

工呼吸器であり、従来の換気方式であるタイム朴イク lレ

プレッシャーリミットに加え、患者の自発呼吸に無理な

く同期するPTVを採用することにより、呼吸仕事量の大

幅な軽減を目指している。また、 HFOモードじ比較的体

重が大きな新生児に対しでも有用であると思われる。



韓関
ネオネータルベンチレータ SLE2000HFO 

HFOがなければとおっしゃる先生に・..
〈全く新しいコンセプトのハイエンドモデルが完成しました。〉

ト蝉~~即附H伺叶幽量笛盤鍾盤組
*CPAPモードにおける連続的なHFOIこ加え、強制換気時の呼気相吸気相またその両方にHFOを
スーjてーインポーズできます。

*HFOモードをOFFIこすれば従来のSLE2000としてのコンベンショナル芯換気に切り換えられます。
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*HFO時の周波数、アンプリチユード:(dp)もこのモニタ上に表示されます。
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